
− 49 −

一
、万
葉
集
巻
第
一
麻
績
王
関
連
歌
の
問
題
点

　

万
葉
集
巻
第
一
に
、
麻を
み
の
お
ほ
き
み

績
王
に
関
す
る
短
歌
と
し
て
、
次
の
二
首

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

麻
績
王
伊
勢
国
の
伊
良
虞
嶋
に
流
さ
る
る
時
、
人
の
哀
傷

し
て
作
れ
る
歌

23　

打う

ち
麻そ

を
麻
績
王
白あ

水ま

郎
な
れ
や
伊
良
虞
の
嶋
の
玉
藻
苅
麻
須

　
　
　
　

麻
績
王
こ
れ
を
聞
き
、
感
傷
し
て

　
　
　
　

和
ふ
る
歌

24　

う
つ
せ
み
の
命
を
惜
し
み
波
に
濡
れ
伊
良
虞
の
嶋
の
玉
藻
苅
食

　
　
　
　

右
、
日
本
紀
を
案か
む
が

ふ
る
に
曰
く
、「
天
皇
の
四
年
乙
亥
の

夏
四
月
戊
戌
の
朔
の
乙
卯
に
、
三
位
麻
績
王
罪
あ
り
て
因

幡
に
流
す
。
一あ
る
み
こ子
は
伊
豆
の
島
に
流
し
、
一あ
る
み
こ子
は
血
鹿
の

島
に
流
す
」
と
い
ふ
。
こ
こ
に
伊
勢
国
の
伊
良
虞
の
嶋
に

配な
が

す
と
言
へ
る
は
、
け
だ
し
疑
は
く
、
後
の
人
歌
辞
に
縁よ

り
て
誤
り
記
せ
る
か
と
疑
ふ
。

　

右
の
万
葉
集
巻
第
一
23
番
歌
・
24
番
歌
の
歌
群
に
は
、
い
く
つ
か

の
問
題
点
が
存
在
す
る
。
ま
ず
固
有
名
詞
「
ヲ
ミ
ノ
オ
ホ
キ
ミ
」
の

漢
字
表
記
に
、
麻
績
王
・
麻
續
王
の
二
表
記
が
存
在
す
る
。
神
の
名

も
含
め
て
、個
人
に
対
し
て
多
数
の
漢
字
表
記
名
が
記
さ
れ
る
事
は
、

特
に
上
代
に
お
い
て
よ
く
見
ら
れ
る
事
で
、
例
え
ば
「
イ
ザ
ナ
ギ
ノ

ミ
コ
ト
」
は
伊
耶
那
岐
命
・
伊
奘
諾
尊
・
伊
射
奈
芸
命
、
天
孫
降
臨

で
有
名
な
「
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
」
は
瓊
瓊
杵
尊
・
邇
々
芸
命
、「
ア

メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
」
は
天
宇
受
売
命
・
天
鈿
女
命
等
が
あ
り
、

あ
ま
り
問
題
に
す
べ
き
事
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
前
記
の
神

名
は
古
事
記
や
日
本
書
紀
・
風
土
記
等
出
典
に
よ
っ
て
異
な
る
漢
字

表
記
名
の
違
い
で
あ
っ
て
、
麻
績4

王
か
麻
續4

王
か
は
注
釈
書
や
テ
キ

ス
ト
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
る
漢
字
表
記
の
異
な
り
で
あ
る
。
そ
の
異

恒

松
　

侃

伊
勢
国
伊
良
虞
嶋

︱
︱ 

麻
績
王
関
連
歌
を
巡
っ
て 

︱
︱
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な
り
事
例
を
左
に
掲
げ
る
。

麻
績4

王
表
記

　

小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
万
葉
集
①
23
番
歌
題
詞
・
23
番

歌
・
24
番
歌
・
24
番
歌
左
注

　

岩
波
書
店
日
本
古
典
文
学
大
系
万
葉
集
①
23
番
歌
題
詞
・
23
番
歌
・

24
番
歌
題
詞
・
24
番
歌
左
注

　

萬
葉
集
全
註
釋
①
23
番
歌
題
詞
・
23
番
歌
・
24
番
歌
題
詞
・
24
番

歌
左
注

麻
續4

王
表
記

　

小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
万
葉
集
原
文
①
23
番
歌
題
詞
・

原
文
23
番
歌
・
原
文
24
番
歌
題
詞
・
原
文
24
番
歌
左
注

　

萬
葉
集
注
釋
①
23
番
歌
題
詞
・
23
番
歌
・
24
番
歌
題
詞
・
24
番
歌

左
注

　

萬
葉
集
注
釋
原
文
・
訳
文
①
23
番
歌
題
詞
・
23
番
歌
・
24
番
歌
題

詞
・
24
番
歌
左
注　

等

　

①
23
番
歌
初
句
の
「
打
ち
麻
を
」
は
、麻
績
王
に
か
か
る
枕
詞
で
、

日
本
古
典
文
学
大
系
万
葉
集
で
は
、「
打
ち
麻
は
打
っ
た
麻
の
意
で
、

次
句
の
麻
に
か
か
る
。
こ
の
場
合
の
麻
は
績つ

ん
だ
麻
の
事
で
、
績
ん

だ
麻
と
は
麻
の
茎
を
水
に
漬ひ
た

し
、蒸
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
説
明
し
、

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
万
葉
集
は
、「
麻
績
王
の
ヲ
ミ
は
、ヲ
（
麻
）

ウ
ミ
（
績
）
の
約
で
、
従
っ
て
績
の
文
字
が
正
し
い
が
、
こ
の
文
字

と
似
た
續
の
文
字
が
通
用
さ
れ
る
事
が
多
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。

因
み
に
續
の
字
は
、
績
の
字
体
に
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。
日
本
古

典
文
学
全
集
万
葉
集
は
、「
ヲ
ミ
は
麻
（
ヲ
）
績
（
ウ
）
ミ
の
約
で
、

麻
績
と
書
く
の
が
正
し
い
が
、
上
代
で
は
多
く
麻
續
と
記
す
」
と
説

明
し
、
そ
の
上
代
の
表
記
に
従
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
注
釈
書
の
説

明
か
ら
、「
ヲ
ミ
ノ
オ
ホ
キ
ミ
」
の
漢
字
表
記
は
、
麻
績
王
と
表
記

す
る
事
が
正
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
、
玉
藻
苅
食
の
訓
み

　

万
葉
集
巻
第
一
23
番
歌
・
24
番
歌
に
は
、
麻
績
王
の
配
流
先
で
の

生
活
の
様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
生
活
は
極
め
て
困
窮
し
て
い

て
、
普
段
で
あ
れ
ば
誰
も
食
さ
な
い
で
あ
ろ
う
玉
藻
を
苅
麻
須
・
苅

食
と
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
麻
績
王
の
生
活
困
窮
ぶ
り
を
強
調
す
る
か

の
よ
う
に
、23
番
歌
で
は
「
麻
績
王
海
人
4

4

な
れ
や
」
と
詠
ん
で
い
る
。

上
代
に
お
い
て
海
人
は
最
も
貧
し
い
生
活
、
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら

れ
る
者
で
あ
っ
た
。
万
葉
集
巻
第
三
278
番
歌
に
、
石
川
少
郎
の
作
品

と
し
て
、「
志
賀
の
海
人
は
海め布
刈か

り
塩
焼
き
暇い
と
ま

無
み
髪く
し

梳げ

の
小を

櫛ぐ
し

取
り
も
見
な
く
に
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
は
筑
前
国

志
賀
島
の
海
人
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
が
、志
賀
島
の
海
人
に
し
て
も
、

他
の
地
域
の
海
人
に
し
て
も
、
そ
の
最
も
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く

さ
せ
ら
れ
て
い
る
事
に
違
い
は
な
か
ろ
う
が
、
麻
績
王
が
そ
の
海
人

の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
事
に
対
し
て
、
万
葉
集
巻
第
一
の
編
纂

者
は
憐
憫
の
情
を
持
っ
て
、
麻
績
王
の
関
係
歌
を
収
録
し
て
い
る
。

　

23
番
歌
の
玉
藻
苅
麻
須
の
麻
須
は
、
行
く
・
来
る
等
の
敬
語
動
詞
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で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
表
記
を
す
る
と
い
う
事
は
、
編
纂
者
の
麻

績
王
へ
の
敬
意
で
は
な
か
ろ
う
か
。
勿
論
伊
良
虞
嶋
の
人
々
・
麻
績

王
の
流
刑
先
の
人
々
の
、
麻
績
王
へ
の
敬
意
で
あ
る
と
受
け
止
め
る

事
が
出
来
る
。
従
っ
て
ど
の
注
釈
書
も
麻
須
を
マ
ス
と
訓
み
、
敬
語

と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

　

①
23
番
歌
苅
麻
須
の
訓
み
が
マ
ス
に
統
一
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
①
24
番
歌
苅
食
は
「
カ
リ
ヲ
ス
」
と
「
カ
リ
ハ
ム
」
と
に
、
訓

み
が
二
分
さ
れ
て
い
る
。「
カ
リ
ヲ
ス
」
の
訓
み
を
採
っ
て
い
る
注

釈
書
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
万
葉
集
・
講
談
社
文
庫
万
葉
集
・
旺

文
社
文
庫
万
葉
集
等
で
、
お
う
ふ
う
訳
文
万
葉
集
・
桜
楓
社
万
葉
集

（
原
文
）
等
テ
キ
ス
ト
も
、「
カ
リ
ヲ
ス
」
の
訓
み
を
採
っ
て
い
る
。

こ
の「
カ
リ
ヲ
ス
」の
訓
み
に
対
し
て
、「
カ
リ
ハ
ム
」の
訓
み
を
採
っ

て
い
る
注
釈
書
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
万
葉
集
・
萬
葉
集
全
註

釋
等
で
あ
る
。
玉
藻
苅
食
を
「
タ
マ
モ
カ
リ
ハ
ム
」
と
訓
ん
だ
場
合

の
食
の
意
味
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
万
葉
集
は
「
苅
っ
て
食

べ
て
い
る
」、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
万
葉
集
は
「
噛
ん
で
食
べ
て

い
る
」、
日
本
古
典
文
学
全
集
万
葉
集
は
「
刈
っ
て
食
べ
る
こ
と
だ
」

と
解
釈
し
て
い
る
が
、
賀
茂
真
淵
の
『
万
葉
考
』
は
、
食
を
「
ヲ
ス
」

と
訓
ん
だ
も
の
の
、
万
葉
集
に
は
食
の
意
の
ヲ
ス
の
仮
名
書
き
例
が

他
に
な
く
、
食
べ
る
意
と
し
て
は
久
須
利
波
武
4

4

（
⑤
847
）・
宇
利
波4

米4

婆
（
⑤
802
）
等
「
ハ
ム
」
の
使
用
事
例
が
あ
る
の
で
、
24
番
歌
の

食
も「
ハ
ム
」と
訓
む
べ
き
で
あ
る
と
し
て
あ
る
。『
萬
葉
集
全
註
釋
』

は
「
万
葉
考
に
タ
マ
モ
カ
リ
ヲ
ス
と
訓
ん
で
い
る
が
、
ヲ
ス
は
自
家

の
食
事
に
使
用
し
た
例
が
な
い
。
喫
食
す
る
を
い
う
、宇
利
波
米
婆
・

久
利
波
米
婆
（
⑤
802
）
の
事
例
が
あ
る
」
と
し
、
こ
れ
ら
の
注
釈
書

の
説
明
か
ら
、「
カ
リ
ハ
ム
」
と
訓
む
事
が
、
最
も
的
格
な
訓
み
方

で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、
あ
ま
の
白
水
郎
表
記

　

上
代
に
お
い
て
あ
ま
4

4

は
最
も
貧
し
く
、
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く

さ
せ
ら
れ
る
職
業
と
さ
れ
て
き
た
が
、
万
葉
人
の
あ
ま
4

4

に
対
す
る
関

心
は
強
く
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
も
「
網
引
き
す
る
海あ

子ま

と
か
見
ら
む

飽
の
浦
の
清
き
荒
磯
に
見
に
来
し
我
を
」（
⑦
1187
）
と
詠
ん
で
い
る
。

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
万
葉
集
の
頭
注
に
は
、「
当
時
一
般
に
生

産
労
働
に
従
事
す
る
者
は
身
分
賤
し
い
者
と
考
え
ら
れ
て
い
た
」
と

説
明
し
て
い
る
が
、柿
本
朝
臣
人
麻
呂
は
海
子
4

4

に
見
紛
わ
れ
た
事
に
、

寧
ろ
快
感
を
憶
え
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
柿
本
朝
臣
人
麻
呂

ば
か
り
で
な
く
、
あ
ま
4

4

に
対
す
る
万
葉
人
の
関
心
度
は
高
く
、
女
性

の
あ
ま
表
記
二
十
二
例
も
含
め
て
、
万
葉
集
に
は
一
〇
一
例
詠
ま
れ

て
い
る
。

　

あ
ま
4

4

は
水
辺
に
生
活
し
、
塩
を
焼
き
、
漁
労
に
従
事
す
る
男
性
漁

労
者
を
意
味
す
る
。
女
性
漁
労
者
に
つ
い
て
は
海あ
ま

未お

通と

女め

・
海あ

部ま

処を
と

女め

等
と
漢
字
表
記
し
た
。
あ
ま
4

4

は
現
代
は
海
女
と
の
み
表
記
し
て
、

潜
水
し
て
鮑あ
わ
び

・
栄さ
ざ
え螺
等
を
捕
獲
す
る
女
性
を
表
記
す
る
が
、
こ
れ
ら

潜
水
の
み
を
行
う
女
性
漁
労
者
は
、
上
代
は
潜か
づ
き

女め

と
称
し
て
い
た
。
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現
代
で
も
海
部
（
愛
知
県
）・
海
士
（
島
根
県
）
の
地
名
が
存
在
す

る
如
く
、
あ
ま
は
上
代
に
お
い
て
は
使
用
幅
が
広
く
、
職
業
名
に
も

土
地
名
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

万
葉
集
に
お
け
る
あ
ま
4

4

の
漢
字
表
記
例
は
次
表
の
如
く
で
、
十
一

表
記
・
七
十
九
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。

表
Ⅰ表

記
例

白
水
郎

海
人

海
部

漁
父

漁
夫

磯
人

安
麻

安
末

表
記
数

20

16

13

１

２

１

18

１

海
夫

阿
末

海
子

計

１

１

５

79

　

因
み
に
、
女
性
漁
労
者
の
あ
ま
4

4

の
漢
字
表
記
例
・
漢
字
使
用
例
数

は
、
左
表
の
如
く
で
あ
る
。

表
２

　

万
葉
集
編
纂
後
、あ
ま
4

4

を
表
現
す
る
漢
字
に
「
蜑
」
も
加
わ
っ
た
。

平
安
時
代
の
歌
人
藤
原
公
任
の
家
集
に
、そ
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。

「
蜑
人
の
焼
く
や
藻
汐
の
立
ち
添
へ
ば
雲
の
波
こ
そ
深
く
見
え
け
れ
」

が
そ
の
事
例
で
あ
る
。
そ
の
「
蜑
」
の
漢
字
に
つ
い
て
、
田
中
宋
栄

表
記
例

海
未
通
女

阿
麻
越
等
売

海
部
処
女

海

嬬

表
記
数

８

１

１

１

漁
童
女

海
部
未
通
女

海
処
女

安
麻
乎
等
女

１

１

１

５

安
麻
能
乎
等
女

安
麻
乃
乎
等
女

海
女

計

１

１

１

22

堂
刊
漢
和
大
辞
典
（
大
正
六
年
1917
刊
）
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
え
び

す
・
南
方
の
蛮
族
・
あ
ま
・
魚
を
捕
る
人
」
と
あ
り
、
特
に
「
南
方

の
蛮
族
」
の
説
明
に
、
古
代
に
お
け
る
あ
ま
の
立
場
が
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。
ま
た
小
学
館
刊
漢
和
辞
典（
昭
和
三
十
八
年
1963
刊
）に
は
、「
福

建
省
・
広
東
省
辺
り
に
住
む
種
族
」
と
あ
り
、
こ
の
種
族
名
が
あ
ま
4

4

の
漢
字
表
記
に
使
用
さ
れ
た
と
な
る
と
、
次
に
取
り
上
げ
る
白
水
郎

同
様
、
外
来
語
的
要
素
が
こ
の
漢
字
に
も
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

万
葉
集
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
あ
ま
4

4

表
記
事
例
は
、
白
水
郎
の
使

用
事
例
が
最
も
多
く
表
Ⅰ
に
見
ら
れ
る
如
く
、二
十
使
用
例
で
あ
る
。

ま
た
巻
第
一
23
番
歌
の
白
水
郎
使
用
は
、
万
葉
集
に
お
け
る
最
初
の

使
用
事
例
が
あ
る
。

　

白
水
郎
は
中
国
か
ら
伝
来
さ
れ
た
表
記
法
で
、
元
々
揚
子
江
河
口

付
近
に
住
み
、
漁
労
を
生
業
と
す
る
住
民
の
名
称
（
こ
の
点
が
蜑
と

類
似
）、
男
性
漁
民
の
名
称
で
あ
っ
た
。
こ
の
名
称
が
日
本
に
伝
来

し
、
あ
ま
4

4

の
漢
字
表
記
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
謂
わ
ば
早

い
段
階
に
お
け
る
、
日
本
語
の
外
来
語
使
用
事
例
で
あ
る
。
上
代
に

お
い
て
も
日
本
人
の
舶
来
物
を
尊
ぶ
思
想
は
強
く
、
日
本
の
言
語
を

中
国
伝
来
の
漢
語
を
用
い
て
表
記
す
る
と
い
う
事
は
、
上
代
の
知
識

人
と
し
て
の
エ
リ
ー
ト
意
識
性
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
上
代
に
お
け
る
日
本
人
の
舶
来
思
想
は
、
言
語
表
現
ば
か
り

で
な
く
、
他
の
事
物
に
対
し
て
も
現
わ
さ
れ
、
例
え
ば
植
物
の
観
賞

に
も
現
わ
れ
た
。
そ
の
実
例
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
梅
花
の
観
賞

に
現
わ
れ
た
。
梅
花
は
上
代
、
中
国
か
ら
伝
来
し
た
帰
化
植
物
で
、
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上
代
の
日
本
人
は
そ
の
花
を
観
賞
し
、
花
を
愛
で
、
和
歌
に
詠
む
事

を
、
最
高
の
エ
リ
ー
ト
性
と
心
得
た
。
万
葉
集
に
お
い
て
、
梅
花
を

詠
み
あ
げ
る
歌
数
は
、
日
本
古
来
の
国
花
と
称
す
べ
き
桜
の
花
の
、

そ
の
花
の
詠
歌
数
よ
り
も
遥
か
に
多
く
、
秋
を
彩
る
黄
葉
を
詠
む
事

よ
り
も
多
か
っ
た
。
表
３
に
そ
の
事
が
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

表
３　

万
葉
集
に
お
け
る
梅
花
・
桜
花
・
黄
葉
の
詠
歌
数

花　

種

梅　

花

桜　

花

黄　

葉

計

詠
歌
数

１
３
３

４
１

９
９

２
７
３

詠
歌
率

４
８
・
７
％

１
５
・
１
％

３
６
・
２
％

　

梅
花
を
詠
む
事
に
よ
っ
て
醸
し
出
さ
れ
る
エ
リ
ー
ト
性
は
、
巻
第

五
梅
花
の
歌
三
十
二
首
815
～
848
と
序
の
歌
群
に
、
最
も
顕
著
に
詠
み

出
さ
れ
て
い
る
。

四
、
麻
績
王
の
流
罪
理
由

　

麻
績
王
は
伝
未
詳
の
人
物
で
、
ど
の
よ
う
な
経
歴
の
持
ち
主
で
あ

る
か
は
、
全
く
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

麻
績
王
流
刑
記
事
が
万
葉
集
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
書
紀
に
も
常

陸
国
風
土
記
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
麻
績
王
は
か
な

り
の
重
要
な
人
物
だ
っ
た
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
流
罪

理
由
も
全
く
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
万
葉
集
に
は
伊
良
虞
嶋
に
流
刑

に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
書
紀
巻
第
二
十
九
天
武
天
皇
四

月
の
条
に
も
、
麻
績
王
は
流
刑
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
流
罪
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
天
武
天
皇
の
政
治
体
制
は
、
一

般
に
皇
親
政
治
と
称
せ
ら
れ
、
皇
后
鸕う
の
の
さ
ら
ら
ひ
め
み
こ

野
讃
良
皇
女
（
後
の
持
統
天

皇
）
を
は
じ
め
、
身
内
の
皇
子
達
を
政
治
の
中
心
に
配
置
し
、
律
令

体
制
を
強
化
す
る
事
に
よ
っ
て
、
皇
権
の
絶
対
化
を
図
ろ
う
と
し
た

の
で
、
天
武
天
皇
と
関
わ
り
の
強
く
な
い
弱
小
皇
族
の
中
に
は
、
不

満
を
抱
く
者
が
現
わ
れ
て
、
麻
績
王
は
そ
う
し
た
皇
族
の
一
人
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
朱あ
か
み
と
り鳥
元
年
（
６
８
６
）
十
月
三
日
、

謀
反
が
発
覚
し
た
と
し
て
、
大
津
皇
子
が
死
を
賜
わ
っ
て
い
る
。
特

に
天
智
天
皇
系
の
皇
族
に
、
死
刑
・
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
が
多

く
、
そ
う
し
た
中
で
志
貴
皇
子
だ
け
が
天
智
天
皇
の
直
系
で
あ
り
な

が
ら
、
生
き
延
び
る
事
が
出
来
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ

の
志
貴
皇
子
も
決
し
て
安
泰
で
は
な
く
、
絶
え
ず
死
刑
・
流
刑
・
謂

ゆ
る
極
刑
の
不
安
に
脅
か
さ
れ
て
、
万
葉
集
巻
第
三
に
収
録
さ
れ
て

い
る
267
番
歌
「
鼯む
さ
さ
び鼠
は
木こ

末ぬ
れ

求
む
と
あ
し
ひ
き
の
山
の
猟さ
つ

夫を

に
あ
ひ

に
け
る
か
も
」
の
志
貴
皇
子
の
御
歌
は
、
そ
の
死
刑
・
流
刑
に
対
す

る
不
安
な
気
持
ち
、
大
津
皇
子
達
が
身
を
滅
し
た
事
へ
の
悲
痛
な
叫

び
が
、
詠
い
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
五
、
律
令
制
度
時
代
の
流
刑
と
麻
績
王
の
配
流
地

　

律
令
制
度
と
は
律
令
格
式
の
略
で
、
上
代
の
制
度
の
称
で
あ
る
。

令
は
一
般
の
法
令
、
律
は
刑
罰
の
称
、
そ
の
律
の
中
に
流
罪
が
あ
り
、

罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
令
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
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１
、
遠を
ん

流る

…
…
最
も
重
い
流
刑
で
、
配
流
先
は
伊
豆
国
・
安
房
国
・

常
陸
国
・
佐
渡
国
・
隠
岐
国
・
土
佐
国
等
で
あ
る
。

２
、
中ち
う

流る

…
…
遠
流
の
刑
よ
り
軽
く
、
近
流
の
刑
よ
り
も
重
い
。
信

濃
国
・
伊
予
国
が
入
る
。

３
、
近き
ん

流る

…
…
近
国
へ
の
流
刑
で
、
越
前
国
・
安
芸
国
等
へ
の
流
刑

で
あ
る
。

　

既
に
記
し
て
い
る
如
く
、
麻
績
王
の
流
刑
地
に
つ
い
て
は
、
万
葉

集
巻
第
一
23
番
歌
の
題
詞
に
は
「
伊
勢
国
の
伊
良
虞
嶋
に
流
さ
る
る

時
」
と
あ
り
、
そ
の
23
番
歌
に
も
24
番
歌
に
も
、「
伊
良
虞
の
嶋
の

玉
藻
を
刈
っ
て
」
食
す
と
い
う
、
麻
績
王
の
伊
良
虞
嶋
で
の
生
活
の

様
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
24
番
歌
左
注
に
は
、
日
本
書
紀
巻

第
二
十
九
天
武
天
皇
四
年
四
月
の
条
を
引
用
し
て
、「
麻
績
王
罪
あ

り
。
因
幡
に
流
す
。
一ひ
と
り
の
み
こ子
は
伊
豆
島
に
流
し
、
一ひ
と
り
の
み
こ子
は
血
鹿
島
に
流

す
。」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
場
所
に
流
さ
れ
た
と
な
る
と
、
因
幡
国

は
鳥
取
県
、
伊
豆
島
は
伊
豆
諸
島
な
ら
ば
東
京
都
、
伊
豆
半
島
な
ら

ば
静
岡
県
、
そ
し
て
血
鹿
島
は
現
在
の
小
値
賀
町
、
五
島
列
島
で
長

崎
県
で
あ
る
。
麻
績
王
の
流
刑
地
が
日
本
書
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
如

く
因
幡
国
で
あ
り
、
一
子
達
が
伊
豆
島
で
あ
り
、
血
鹿
島
で
あ
っ
た

と
し
た
ら
、こ
れ
ら
の
流
刑
地
は
全
て
遠
流
の
刑
の
流
刑
地
に
な
る
。

し
か
し
万
葉
集
に
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
伊
勢
国
伊
良
虞
嶋
で
あ
っ

た
と
し
た
ら
、
麻
績
王
の
流
罪
は
近
流
の
刑
に
当
た
る
。

　

麻
績
王
の
流
刑
地
に
つ
い
て
は
、
常
陸
国
風
土
記
に
も
記
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
常
陸
国
風
土
記
に
は
、「
行な
め
か
た方
の
郡こ
ほ
り

に
板い
た

来く

の
村
あ
り
。

近
く
海う
み

浜べ
た

に
臨
み
駅う
ま

家や

を
案お置
く
。
此
を
板
来
の
駅
と
謂
ふ
。
そ
の

西
に
榎
木
林
を
成
す
。
飛
鳥
の
浄
御
原
の
天
皇
の
世み
よ

に
、
麻
績
王
を

遣や
ら

ひ
て
、
居す

ま
は
せ
た
ま
ひ
し
処と
こ
ろ

な
り
」
と
あ
る
。
常
陸
国
風
土
記

に
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
麻
績
王
の
流
刑
地
が
常
陸
国
行
方
郡
板
来

村
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
勿
論
麻
績
王
の
流
罪
は
遠
流
の
刑
で
、
非

常
に
重
い
処
罰
に
な
る
。
麻
績
王
の
流
刑
地
は
、
収
録
さ
れ
て
い
る

書
物
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
書
紀
の
記
録
を
信
頼
す
る

な
ら
ば
、
麻
績
王
の
流
刑
は
天
武
天
皇
四
年
（
６
７
５
）、
万
葉
集

編
纂
終
了
は
宝
亀
元
年
（
７
７
０
）
頃
、
こ
の
間
約
百
年
の
年
月
が

流
れ
て
お
り
、
日
本
書
紀
編
纂
や
風
土
記
編
纂
終
了
も
麻
績
王
の
流

刑
か
ら
五
十
年
前
後
の
年
月
が
流
れ
て
い
る
の
で
、
麻
績
王
流
刑
は

半
ば
伝
説
化
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
に
収
録
さ
れ
て
行
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
麻
績
王
の
流
刑
地
が
収
録
さ
れ
て
い
る
書

物
に
よ
っ
て
異
な
り
、
万
葉
集
は
伊
良
虞
嶋
、
日
本
書
紀
は
因
幡
国
、

常
陸
国
風
土
記
は
板
来
村
と
、
共
通
す
る
事
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
の

冒
頭
に
、
イ
音
が
付
い
て
い
る
事
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
、

地
名
類
似
音
現
象
と
い
う
。

　

常
陸
国
風
土
記
は
更
に
、
こ
の
行
方
郡
板
来
村
の
海
産
物
を
、「
そ

の
海
は
塩
を
焼
く
藻も
は

・
海み

松る

・
自お

貝ふ

（
バ
カ
貝
）・
辛に

螺し

（
巻
貝
）・

蛤う
む
ぎ

（
赤
貝
）
多さ
は

に
生
ふ
。」
と
記
し
て
あ
り
、
常
陸
国
風
土
記
が
記

す
如
く
、
麻
績
王
の
流
刑
地
が
こ
の
板
来
村
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、

麻
績
王
は
何
も
玉
藻
を
刈
り
、
食は

ま
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
玉
藻
と
は
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
（
馬
尾
藻
）
と
い
う
海
藻
の
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類
で
、
食
用
に
す
る
事
は
出
来
る
が
、
普
段
は
田
畑
の
肥
料
と
し
て

用
い
ら
れ
る
。
伊
良
虞
嶋
も
実
際
は
海
産
物
の
多
い
、
豊
か
な
地
域

で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
西
行
法
師
は
山
家
集
1387
番
歌

に
、「
阿あ

古こ

屋や

と
る
胎ゐ

貝が
い

の
殻
を
積
み
置
き
て
宝
の
跡
を
見
す
る
な

り
け
り
」・
1388
番
歌
「
伊
良
胡
崎
に
鰹
釣
り
舟
並
び
浮
き
て
櫓
舵
の

波
に
浮
か
び
つ
つ
ぞ
寄
る
」
と
、
平
安
時
代
末
期
の
伊
良
湖
岬
の
情

景
を
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
感
じ
ら
れ
る
事
は
、
伊

良
虞
嶋
は
玉
藻
だ
け
の
食
物
し
か
な
い
と
い
う
、
貧
し
い
嶋
だ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。

六
、
伊
良
湖
岬
が
伊
良
虞
嶋
と
呼
ば
れ
る
理
由

　

愛
知
県
田
原
市
の
渥
美
半
島
伊
良
湖
岬
に
つ
い
て
、
万
葉
集
巻
第

一
23
番
歌
題
詞
及
び
23
番
歌
・
24
番
歌
題
詞
は
、
伊
勢
国
伊
良
虞
嶋
・

射い

等ら

籠ご

荷の

四し

間ま

等
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
も
、
万

葉
集
巻
第
一
42
番
歌
で
、
五い十
等ら

児ご

乃の

嶋し
ま

辺へ

と
詠
ん
で
い
る
。「
潮

騒
に
伊
豆
虞
の
島
辺
漕
ぐ
船
に
妹
乗
る
ら
む
か
荒
き
嶋し
ま

廻み

を
」
で
あ

る
。
こ
の
42
番
歌
は
「
伊
勢
国
に
幸
す
時
に
、
京み
や
こ

に
留と
ど

ま
れ
る
柿
本

朝
臣
人
麻
呂
が
作
る
歌
」
の
題
詞
を
持
つ
40
番
歌
・
41
番
歌
・
42
番

歌
の
歌
群
の
一
首
で
、
持
統
天
皇
は
六
年
（
６
９
２
）
三
月
伊
勢
行

幸
を
行
っ
た
が
、
題
詞
に
述
べ
て
い
る
如
く
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
は

京
に
留
ま
っ
て
い
て
、
行
幸
に
参
加
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
42
番
歌

の
伊
良
虞
嶋
の
情
景
は
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
連
想
の
情
景
で
あ
っ

て
、
伊
良
虞
嶋
の
実
景
で
は
な
い
。

　

伊
良
虞
（
伊
良
湖
）
は
渥
美
半
島
先
端
の
岬
で
あ
っ
て
、
島
で
は

な
い
。
ま
た
伊
良
虞
（
伊
良
湖
）
は
三
河
国
に
所
属
す
る
渥
美
半
島

の
一
部
で
あ
っ
て
、
伊
勢
国
で
は
な
い
。
岬
は
海
中
に
突
き
出
た
陸

地
の
先
端
、
島
（
嶋
）
は
四
方
を
水
で
囲
ま
れ
た
陸
地
で
あ
る
。
伊

良
虞
は
明
ら
か
に
海
中
に
突
き
出
た
陸
地
の
先
端
で
、
三
河
国
渥
美

半
島
の
先
端
で
あ
る
。
し
か
し
万
葉
集
の
歌
人
達
は
、
何
故
に
伊
良

虞
を
嶋
だ
と
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
事
に
つ
い
て
『
萬
葉
集

全
註
釋
』
は
、「
古
語
の
シ
マ
は
水
に
臨
ん
だ
美
土
を
言
っ
て
、
必

ず
し
も
島と
う
し
ょ嶼

に
限
定
し
な
い
」
と
説
明
し
、
柳
田
國
男
も
「
伊
良
湖

は
上
古
は
島
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
日
本
古
典
文
学
全

集
万
葉
集
は
、
伊
良
虞
嶋
は
三
重
県
鳥
羽
市
神
島
で
あ
る
と
い
う
説

を
立
て
て
い
る
が
、
神
島
は
伊
勢
湾
に
浮
か
ん
で
い
て
も
外
洋
に
接

し
、
波
高
く
荒
く
、
娘
子
達
が
裳
裾
を
海
に
垂
ら
し
て
、
優
雅
に
船

遊
び
を
楽
し
む
穏
や
か
さ
は
、
そ
の
神
島
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
渥

美
半
島
も
伊
良
湖
岬
は
外
洋
に
突
き
出
て
い
て
、
波
高
く
非
常
に
荒

い
が
、
三
河
湾
に
面
し
た
福
江
辺
り
は
波
穏
や
か
で
、
船
遊
び
に
適

し
た
場
所
で
は
あ
る
。

　

古
事
記
上
巻
猿
女
の
君
の
条
に
、
邇
々
芸
命
の
天
孫
降
臨
後
、
天

宇
受
売
命
は
猿
田
彦
大
神
を
高
千
穂
峰
か
ら
伊
勢
国
に
送
り
届
け
た

後
、
再
び
日
向
国
に
戻
っ
て
、
全
て
の
鰭は
た

の
広ひ
ろ

物も
の

・
鰭
の
狭さ

物も
の

を
集

め
て
、「
汝
は
天
つ
神
御
子
に
仕
へ
奉
ら
む
や
」
と
言
っ
た
時
に
、

諸
々
の
魚
が
皆
「
仕
へ
奉
ら
む
」
と
言
っ
た
が
、
海な
ま
こ鼠
だ
け
は
何
も
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答
え
な
か
っ
た
の
で
、
怒
っ
た
天
宇
受
売
命
は
紐
小
刀
を
用
い
て
海

鼠
の
口
を
裂
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
海
鼠
の
口
は
今
で
も
裂
け
て
い
る

と
説
明
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
の
説
明
の
箇
所
の
文
末
に
、

「
是
を
以
て
御
世
に
島し
ま

の
速は
や
に
へ贄

を
献
る
時
に
、猿
女
君
等
に
給
ふ
ぞ
。」

と
あ
り
、
こ
の
頃
ま
で
の
志
摩
国
は
伊
勢
国
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
頃
の
島
は
大
小
様
々
の
島
が
寄
り
集
っ
て
い
る
の
意
味
が
あ

り
、
朝
廷
よ
り
遠
く
離
れ
た
場
所
の
意
味
も
含
め
て
、
伊
勢
国
か
ら

分
離
独
立
し
て
、
志
摩
国
と
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
い
と
、『
週
刊
日

本
の
神
社
』
で
述
べ
て
い
る
。　

　

島
に
は
ま
た
孤
島
的
意
味
・
辺
境
的
意
味
も
存
在
す
る
。
所
謂
陸

の
孤
島
的
意
味
で
あ
る
。
渥
美
半
島
を
三
河
湾
西
部
、
蒲
郡
市
西
浦

海
岸
付
近
か
ら
眺
め
る
と
、
京
都
府
丹
後
半
島
の
天
の
橋
立
や
、
鳥

取
県
境
港
市
の
弓
ケ
浜
、
福
岡
市
東
区
の
海
の
中
道
の
如
く
、
長
い

靴く
つ

箆べ
ら

状
に
見
え
る
。
し
か
し
渥
美
半
島
を
も
っ
と
凝
視
す
る
と
、
渥

美
半
島
に
は
平
坦
な
土
地
が
少
な
く
て
、
遠
州
灘
（
太
平
洋
）
と
三

河
湾
に
挟
ま
れ
た
細
長
い
狭
い
土
地
な
の
に
、
意
外
と
起
伏
に
富
ん

で
い
て
、
高
い
山
々
、
低
い
平
地
が
散
在
し
て
い
て
、
恰
も
そ
れ
は

人
体
が
仰
向
け
に
寝
か
さ
れ
た
状
態
に
見
え
る
。
早
朝
の
日
の
出
の

頃
の
、
太
陽
を
浴
び
た
渥
美
半
島
全
体
の
地
形
は
釈
迦
如
来
の
寝
姿

に
も
見
え
て
、
西
浦
海
岸
住
民
の
信
仰
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
、

土
地
の
人
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
渥
美
半
島
の
地
形
は
険
し
い
山
々
、
深
い
谷た
に

間あ
い

か
ら

な
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
地
形
に
阻は
ば

ま
れ
て
、
渥
美
半
島
先
端
に
位

置
す
る
伊
良
湖
岬
は
、
三
河
国
全
地
域
ば
か
り
で
な
く
、
渥
美
半
島

の
他
地
域
と
の
交
易
・
交
流
も
ま
ま
な
ら
ず
、
伊
良
湖
岬
地
域
と
他

地
域
と
は
、
全
く
疎
遠
な
関
係
に
あ
っ
て
、
恰
も
そ
れ
は
伊
良
湖
岬

全
地
域
が
、
陸
の
孤
島
的
存
在
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

七
、
伊
良
虞
嶋
と
伊
勢
国

　

伊
良
湖
岬
は
三
河
国
渥
美
郡
（
愛
知
県
田
原
市
）
に
所
属
す
る
。

そ
の
伊
良
湖
岬
（
伊
良
虞
嶋
）
を
、
万
葉
集
で
は
何
故
に
伊
勢
国
と

称
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
日
本
古
典
文
学
大

系
万
葉
集
は
、「
行
政
区
画
で
は
三
河
に
属
す
る
が
、
伊
勢
に
近
い

の
で
伊
勢
と
言
っ
た
」
と
説
明
し
、
事
実
三
重
県
鳥
羽
市
か
ら
伊
良

湖
岬
間
は
、
海
上
18
㎞
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
万
葉
集
で
は
、「
上
代
の
特
に
大
和
を
中
心
と
し
た
畿
内
生
活

者
は
、
鄙
の
国
郡
に
つ
い
て
必
ず
し
も
正
確
な
知
識
が
な
く
、
伊
勢

国
は
一
国
の
国
名
で
あ
る
と
共
に
、
志
摩
国
や
三
河
国
の
一
部
も
含

め
た
伊
勢
湾
沿
岸
地
方
の
汎
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
」
と
説
明

し
て
い
る
。

　

貞
享
四
年
（
１
６
８
７
）
十
月
二
十
五
日
、
俳
人
松
尾
芭
蕉
は
江

戸
を
出
発
し
て
、
故
郷
伊
賀
上
野
・
吉
野
へ
赴
き
、
大
和
国
各
地
を

遊
歴
す
る
『
笈
の
小
文
』注
１
旅
行
に
旅
立
っ
た
。
途
中
鳴
海
宿
ま
で

来
て
、
名
古
屋
の
門
人
坪
井
杜
国
が
御
領
分
追
放
に
な
っ
て
、
渥
美
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半
島
南
端
保
美
村
に
隠
棲
し
て
い
る
事
を
知
り
、
越
智
越
人
を
伴
っ

て
急
遽
吉
田
宿
ま
で
引
き
返
し
、
陸
路
を
伊
良
湖
岬
へ
と
向
か
っ

た
。
真
冬
の
最さ

中な
か

十
一
月
十
日
頃
の
事
で
あ
る
。
途
中
渥
美
半
島
西

海
岸
に
沿
っ
て
南
下
す
る
の
で
あ
る
が
、天
津
縄
手
（
豊
橋
市
天
津
、

縄
手
は
真
っ
直
な
道
の
意
）
付
近
は
海
上
か
ら
吹
き
上
げ
る
風
が
冷

た
く
厳
し
く
、
通
行
に
非
常
に
困
難
を
極
め
た
ら
し
い
。
元
禄
八
年

（
１
６
９
５
）
各
務
支
考
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
撰
集
『
笈
日
記
』
に

は
、こ
の
時
に
詠
ま
れ
た
句
「
す
く
み
行
く
や
馬
上
に
氷
る
影
法
師
」

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。注
２

吉
田
宿
地
方
の
古
い
諺
に
、「
養
子
に
行

く
か
、
天
津
の
縄
手
を
裸
で
飛
ぶ
か
」
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
江
戸
時

代
に
入
っ
て
も
渥
美
半
島
の
陸
路
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か

ら
、
ま
し
て
や
上
代
に
お
い
て
は
、
も
っ
と
通
行
に
困
難
を
極
め
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
逆
に
伊
勢
湾
を
隔
て
て
は
い
る
が
、
伊
良
湖
岬
は

対
岸
の
伊
勢
国
と
の
交
易
・
交
流
が
盛
ん
で
、
海
上
が
晴
れ
て
波
静

か
で
、
海
面
が
穏
や
か
な
時
は
、
そ
の
海
上
の
距
離
も
、
鳥
羽
・
伊

良
湖
岬
間
は
僅
か
18
㎞
、
人
々
の
伊
勢
湾
渡
海
は
陸
路
の
如
く
行
わ

れ
て
い
て
、
伊
良
湖
岬
全
体
が
、
伊
勢
国
的
雰
囲
気
に
漲
っ
て
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
国
境
や
地
域
の
境
界
線
は
、
勿
論
河
川
山
岳

等
自
然
的
境
界
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

人
為
的
現
象
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
決
め
ら
れ
る
場
合
も
、
決
し
て

少
な
く
は
な
い
。
有
力
者
・
権
力
者
が
現
わ
れ
て
、
隣
接
す
る
地
域

や
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域
を
併
合
し
、
支
配
し
て
行
く
の
で
あ
る

が
、
伊
勢
国
に
お
い
て
も
そ
う
し
た
巨
大
勢
力
者
が
現
わ
れ
て
、
隣

接
す
る
志
摩
国
を
支
配
し
、
伊
勢
湾
を
隔
て
て
伊
良
湖
岬
も
支
配
し

た
か
も
し
れ
な
い
。
勿
論
権
力
ば
か
り
で
な
く
精
神
的
に
も
物
質
的

に
も
、
そ
し
て
文
化
的
に
も
伊
良
湖
岬
は
、
伊
勢
国
の
支
配
下
に
置

か
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

注
１　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

松
尾
芭
蕉
紀
行
・
日
記
編

　

注
２　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

松
尾
芭
蕉
全
発
句

参
考
文
献

　

日
本
古
典
文
学
大
系
万
葉
集

　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
万
葉
集

　

日
本
古
典
文
学
大
系
風
土
記

　

日
本
古
典
文
学
大
系
古
事
記

　

日
本
古
典
文
学
大
系
日
本
書
紀

　

日
本
古
典
文
学
全
集
万
葉
集

　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
万
葉
集

　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
風
土
記

　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
古
事
記

　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
日
本
書
紀

　

武
田
祐
吉　

萬
葉
集
全
注
釋　
　

角
川
書
店　
　
　
　
　
　
　

昭
和
31
年
刊

　

澤
瀉
久
孝　

萬
葉
集
注
釋　
　
　

中
央
公
論
社　
　
　
　
　
　

昭
和
32
年
刊

　

伊
藤　

博　

萬
葉
集
釋
注　
　
　

集
英
社　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
７
年
刊

　

週
刊
日
本
の
神
社　
　
　
　
　
　

デ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ニ
Ｋ
Ｋ　

平
成
28
年
刊

　

筑
紫
申
真　

ア
マ
テ
ラ
ス
の
誕
生　

講
談
社
学
術
文
庫　
　
　

平
成
29
年
刊

（
つ
ね
ま
つ　

た
だ
し
）


